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北大水産桑報
27(3.4)， 137-144. 1976. 

魚群探知機でみられるベーリンゲ海中部水域表層性スケトウダラの

生物学的特性について

鈴木恒由*

Biological Characteristics of the Walleye Pollack T herαgrαchαlcogrammα 
(Pallas) Distributed at Surface Layer in the Central Area 

of the Bering Sea as Observed by Fish Finder 

Tsuneyoshi Su町田*

Abstract 

During 組 observationby means of a ve凶icalfish finder， in June and July at 
the 白色lmonfishing ground in the c四時間1a陀aof the Bering Sea， many single 
fish回 ho開 wererecorded at surface layer during the day晶.ndat night. The 
fishermen streamed a gill net immediately where the echo of the salmon appeared， 
but the自almonwas hardly caught nexもmornigin many曲師自・
The echo田 ofthis白inglefish have proved to belong to the walleye pollack， 

according to the latest inves七igations.
The walleye pollack was generally believed， until recently，もomove verもically

during day and night， but the above mentioned fact indi伺匂弼 thatthey stay at 
surfa崎 layer抗 thattime during their life前age.
The p時間ntpaper deals with the r四ultof the investigation to clarify the 
biological characteristi問。fthis fish at the special stage stated above. 
The samples were c乱ughtin July 1975 with品 commercials晶lmongill net dur-
ing the salmon fishery in the central ar，帥 ofthe Bering Sea a自自hownin Fig. 2. 
The results obtained are summarizedωfollows: 
1) Ratio of male to female is 41.56: 58.44， Mean body length of the males is 

425.00 mm  and that of the females is 430.55 mm. 
Mean body weight of the males i自604.17g and th抗 ofthe females is 637.28 g. 
This value showed 5~6 品gegroups from the published d品切 of body length as 
shown in the growもhcurve. 
2) Mean liver weight index (liver weightjbody weighもX102) of the males is 

7.42% and that of the female臼is7.71%. Mean gonad weight index (gonad weightj 
body weight x 102) of the males is 0.75% and that of the females is 1.48%， 
those valu倒 showedat two-three months after spawning judged from the published 
data of monthly flu印刷ionof liver and gonad weight index. 

緒言

6月から 7月にかけて，ベーリング海中部水域で，流し網によるサケ・マス漁業が行なわれている

が，操業中間水域で魚群探知機を作動すると，昼夜を問わずおびただしい単体が主として6O-80m以

浅に記録されてきて(図 1)， 乙れをサケ・マスの記録と誤認して投網する ζ とがしばしばあったが，

ホ北海道大学水産学部漁業測器学講座(Labo間 toryof ln抑制nentEゆneringfor Fishing， Fac叫lty
。ifFi8heries， Hokkaido U叫iversity.)
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鈴木: ベーリング海のスケトウダラ

ζの単体記録の量と翌朝の漁獲量には， 相関々係がない乙とが多く1)， 何の記録であろうかと多年疑

問に恩われていた。しかしその後の調査で， ζの単体記録はスケトウダラであるととが判明した。ス

ケトウダラは従来の知見によると，程度の差はあるが，夜間表層IL，昼間深層にという昼夜の深浅移

動を行怠っていると考えられていたが， ζの様1/:::昼夜とも表層近くに分布して深浅移動をお乙なわな

い生活期のある乙とは，従来あまり知られていないととで， スケトウダラの生活史を知る上に重要な

ζとと考えて，その生物学的特性を明らかにする ζとを目的とした。資料採集IL協力いたt:いた日魯
漁業株式会社サケ・マス母船明暗丸船団長庄司嘉郎氏， 同附属独航船第 11神徳丸漁務長棚神末吉氏

IL深謝します。

資料および方法

1975年7月，サケ・マス母船明暗丸附属独航船が，ベーリング海中部水域の4地点(図2)で操業

中，流し網に羅網してきたスケトウダラのうち，一地点50尾を無作為に摘出して(ー操業で数百尾

以上が羅網してくる)，総計 207尾について生物測定を行なった。なお流し網による漁獲は， 網目の

選択性が作用するが，サケ・マスの様に網目に刺さって漁獲される場合にはこの問題が関係するが，

今回のようにサケ・ 7 ス用の流し網IL漁獲されてくるスケトウダラの場合は， 網目よりはるかにスケ

トウダラ自体の胴周が小さく，漁獲そのものは，網糸にてん絡の状態で漁獲されてくるので， 一応漁

獲物組成は，網目の選択性とは無関係なものとして取扱った。

lslo・ 170・
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Fig. 2. Locations ofぬ，ewalleye pollack sampling wi色.ha commercial 自晶，lmongill net in 
the cenもralarea of the Bering Sea in mid July， 1975. 

結果

全測定尾数207尾の雌雄比は， 58. 44: 41. 56で雌の方が多少多い。

図3は，雌雄別の体長ヒストグラム，雌の平均体長 430.55 mm， S. D. 30. 51 mm，雄のそれは
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鈴木: ベーリング海のスケトウダラ
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Fig. 5. Hisもogr晶.mshowing the gonad weight compo副ionsof the walleye pollωk. 

425.00 mm. S. D. 19.01 mmである。図4は，雌雄別の体重ヒストグラムで，雌の平均体重637.28g.

S. D. 99. 32g.雄のそれは 604.17g. S. D. 62.15gで体長，体重ともに雌の方が雄よりも多少大きい。

図5は，生殖腺重量のヒストグラムで，雌の平均重量9.47g. S. D. 3. 17g.雄のそれは 4.58g.S.D. 

2. 56g.図6は，肝臓重量のヒストグラムで，雌の平均重量 49.13g， S. D.12. 87g.雄のそれは 44.89g. 

S. D. 11.23gで何れも雌の方が大きい。

図7は肝臓重量指数(肝臓重量/体重xlOちのヒストグラムで，雌の平均指数7.7196.S. D. 1.6296. 

雄のそれは 7.4296.S. D. 2.0096である。図8は生殖腺重量指数(生殖腫重量/体重x102) のヒスト

グラムで，雌の平均指数 1.4896.s. D. 0.3996.雄のそれは 0.7596.S. D. 0.3996でとれも雌の方が
大きい。

考 察

スケトウダラについての生長，分布，系統群などに関する報告は沢山ある。今回採集された資料に

ついて，石田%のによるスケトウダラの生長曲線にあてはめると，図3の体長だと.5-6年魚fr.担当

している。生殖線重量も産卵直前のものはの， 一般に 100-2∞gもあるが， 今回の資料では 10g以
下と非常に小きく，しかも産卵終了後の状態を示していた ζとから，前田のによる東ベーリング海の

スケトウダラの肝臓重量指数および生殖重量指数の月別変化と対比すると， 産卵終了後2-3ヶ月を

経過したものに相当している。

以上の ζとから 6-1月にベーリング海中部水域で，垂直移動を行なわないで， 昼夜とも表層近く

に滞泳しているスケトウダラは 5-6才魚で，産卵後2-3ヶ月を経過したものと考えられる。図9は

資料採集地点における水温の垂直分布の一例であるが， 躍層は 20-50m層にあり， スケトウダラが

昼夜とも浅層IL.分布しているといっても， ζの躍層の上層lと限ちれているわけではなく. 100m層に

-141-



北大水産業報 27(3・4). 1976. 

14 

♀元 49.139 

5.0.12.87 

1"8 

10 

a

u

n

，
&
 

ω-oコ
匂
一
〉
一
万

C

内

4

』

0
・0
Z 令買 44.899 

5.0. 11.23 

Liver weight 

Fig. 6. Histogram sho前ngthe liver weighも∞mpωitionsof the w晶Ueyepollack. 

恥

0
.
0
Z

♀X 7.71 ./，。

5.0.1.62 

。
コ
万
一
〉
一
一
U
C

令文7.42 0ん

5.0. 2.00 

Liver weight i ndex 

Fig. 7. Frequency distribution of the Iiver weight index. 

- 142-



鈴木: ベーリング海のスケトウダラ

ω16 

012 
コ
勺 8

.::: 4 
"0 
C 

‘←ー。

♀ヌ 1.48o/，。

5.0. 0.39 

令文 0.75O{，。

5.0. 0.39 

Gonαd weight index 
Fig. 8. Frequency distribution of the gonad weigh七index.

100 

Fig. 9. Vertical dis位ibuもionsof the 
water tempereture at St. 1品nd
St.4副 inFig. 2. 

，..町、

C』
、...... 
£ 
喝同，

a 
C!J 

口 200

300 

- 143-

8.0 10.0 



北大水産業報 27(3・4). 1976. 

までおよんでいる乙とから，水温の垂直構造とは一応無関係なものと考えられる。

また産卵は，北海道周辺では一般にその陸榔部分で行なわれており，高倉6)による岩内漁場では，

産卵後のものが，次第に浮上し 15m以浅を回遊して広範囲Ic分散する。また石垣ηによると夏期

日本海中部の大和堆で表層 10-2Omでのぺ縄による漁獲があるなどの報告から， ぺ{リング海中央

水域に分布している乙れらのスケトウダラは，おそらくその周辺の陸棚部分で産卵し， その後乙の中

央水域に遊泳してきて一時滞泳するものと考えられるが， サケ・マス調査を主目的としていた今回の

調査では，時間的経過のない断片的な資料のみであるので，乙れ以上は言及出来ない。しかし，すく

なくとも，産卵終了後のものが， 乙の中央水域(水深は 2000-3000m) で， 昼夜とも浅層で一時期

を生活しているとゅう ζとは，まぎれもない事実で，スケトウダラの生活史の上， また今後の資源量

推定の上にも重要な一事項であろうと考える。また ζの前後のスケトウダラの分布， 移動，生態など

について，今後の追跡調査にまたなければならない。

要 約

6-7月Icペーリング洛中央水域のサケ・マス漁場で，垂直魚探機を作動すると，昼夜とも主として

印-80m以浅におびただしい単体が記録され，従来とれをサケ・マスの記録と誤認して操業していた

が，その後の調査で， ζの単体記録は，スケトウダラである ζとが判明したので， その生物学的特性

を明らかにすることを目的とした。資料は，サケ・マスの流し網操業中， ζの網fc羅網してきたスケ

トウダラを無作為に摘出して，計 207尾について生物的測定を行なった。

1. 雌雄比は 58.44:41.56， 雌の平均体長 430.55mm，雄のそれは 425.00mm，雌の平均体重は

637.28g，雄のそれは 604.17g，維の平均生殖腺重量は 9.47g，雄のそれは 4.58g，雌の平均肝

臓重量は 49.13g，雄のそれは 44.89gといずれも雌の方が雄より大きい。また雌の平均肝臓重

量指数は7.7196，雄のそれは 7.4296，雌の平均生殖腺重量指数は 1.4896，雄のそれは 0.7596で

あった。

2. 前記の生物値は，過去のデ戸ターと対比すると， 5-6年魚で， 産卵後2-3ヶ月を経過したも

のである。
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